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　最近補液として高山敏授考案のGlyco－Alginが
外科的手術の前後にさかんに用いられるに至った
が，私はGlyco－Alginが経静脈休内内坐剤である
により，生体のthi“液特に人血L清中にGl．　yco－Algin
を分解するものの存在を思考するに至った。即ち
Glyco－Alginの溶質であるアルギン酸曹蓮の主成
分たるアルギン酸は純然たる炭水化物にして，し
かも殆どUron酸無水物よりなるからHyaluro－
nidaseによつて分解され，比粘度の低下すること
を母V・，はたして人血溝中にアルギン酸を分解し，
同化され易い形となれば手術のごとき生体の代謝
機能の低下せる欺態におv・て各種補液中すぐれた
点をイ∫するGlyco－Alginをなを一暦必要とする。
かかる見地よりHyaluronidaseを用いてGlyco－
Algin及びA】ginに対する分解作用を人血溝を用
いた場合と比較し，各溶液の比粘度を槍討した。
即ち本篇は以下の諸点の検討を主眼とした。
　1．HyaluronidaseのG】yco－Algin及びAlgin
に対する分解作川
　2．人柏1．清のGlyco－A　gin及びAlginに対す
る分解作用
　3．人1nL清加HyaluronidaseのGlyco－Algin
及びAlginに対する分解作川
　4．人面L清に対するGlyco－Algin及びAlgin
の分解作Jlj
　5．人」貢し清ブ川Hyaluronidaseに対するGlyco－
Algin及びAlginの分解作用
実験方法
　次のものを用意する。
　A）Glyco－Algin　l　cc（0．3タ6セ容液　比粘度21にlM．ク
ェン酸ソーダ緩衝液（pH　4．7）0．25　cc及び1M．塩化ナト
リウム025ccを加えたもの
　B）Hyaluronidase水溶液0、5cc（2，500　V．U．M．持田禦
藥製品l
　C）Ostwald粘稠度計。　容量1．O　ee　250Cで溜水の流下．
時岡が45秒である。日誌1，2，3の：方法はA），B）を25℃
の水槽に10分間おき，ついでA）にB）を加えて加温し
たピペットでよく混禾Ilし，10分岡放置した後Ostwald粘
稠度計にうつし，連続的に繰返しCl分牛毎）その比粘度を
出す。　Algin（0、3％止理食塩水溶液　比粘度2）c＃i’合は
A）のGlyco－Alginの代り産こ同量川い，　実【瞼2，3の場合
には，A），　B）のほかに入三‘氏清0．1　ceを加えて，　C）にうり
し同様に行った。さらに実験1，2，3に’ついてOstwald巧illi
稠度計を恒温槽（25DC）内に放置し，時問を滋って各溶液の
比粘度を算出した。実紀4は人血清LO　ccにGlyco・Algin
O．l　 c‘またはAlg 　O．1　cc）を作用させた暗の溶液の比粘
度を算出した。実1瞼内容5は人血清LOcc及びHyaluroni一
?
x本論文要旨は第16回n本臨床外科医会総．会（il召和28．ユ1）に発表した。
200
5谷3号1 沖一補液としてのGlyco－Algin　VI 201
dase水溶液0．5ec（2500　V．U．M．）にGlyco－Algin　O．1　cc〔ま
たは｝Algin　O．1　cc）を作用させた時の溶液の比粘度を観察
した。
　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　実験成績
　1．HyaluronidaseのGlyco’A19in及びAlginに
対する分解作用＝A）Glyco－Algin　l　cc，1M．クェン酸ソ
ーダO．25　cc，1M．塩化ナト．リウム0．25　cc及びHyaluroni－
dase水溶液0．5ccを作｝Hさtlfた時の比粘度
　　B｝A液のGlyco－Alginの代りにAlginを同量入れ
た時の比粘度
　A波及びB液の盲瞼としてHyaluronidase水溶液0．5cc
の代りに同量の水を入．れて行なった（第1表，箪1図参照｝。
第1表比粘度の変化
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　　C）恒温加温時間によるA），B）の変動
　A液：（Glyco－Algin　l　cc，　I　M．クエン酸ソーダ0．25　cc，
IM．塩化ナトリウムO．25　ec及びHyaluronidase水溶液
0．5ecを作用きせた1蛭の混液）の比粘度をAとし，　B液（A
渡のGlyco－Alginの代りにAlginを同量入れた混液）の
比粘度をBとする。A液及びB液の盲瞼としてHyaluro－
nidase水溶波05cc　l2500　V．U皿．）の代りに同量の水を入
れて行なった（第3表，第3闘滲照泌び盲験第4裏，第4
図参照）。
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第4表比締受の変化
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　2　人血清のGlyco’Algin及びAlginに対する分解
作用：実瞼1と同様に，A（入血清0．l　ccをGlyco－Algin
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に作用させた時の比粘度》，B（入血消0．1ccをAlginに
作用させた． 桙ﾌ比粘度）を測定し，（第5表，第5図参照）
さらに恒温加温時間によるA，Bの変動を観た（第6表，
第6図参照）。
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ccをAlginに作用きせた噂の比粘度1を測定し，（第7表，
第7図参照）さらにA，Bの恒温加淑1剛削に零る変動を
観た（第8表，第8図参照）”
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　4．人血清に対するGlyco’Algin及びAlginの分解
作用：　A液（Glyco－Algin　O．1　cc，　I　M．クェン酸ソーダ
025cc，　l　M．塩化ナトリウムO．25　ce，入血清1．O　ccを作用
させた聴の混液）の比粘度をAとし，B液（A液の代り
に．Alginを同量入れた混液）の比籾隻をBとする（Pt　9
表，第9図参照1。
　　　　　　　第9表比粘度の変化
Algi11を同量入れた混液）の比粘度をBとする（第10表，
第10図参照）。
　　　　　　　第10表比粘度の変化
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Cet
　5．人血清加Hyaluronidaseに対するGlyco’Algin
及びAlginに朗する分解作用：　A液（入血清LO　cc，
Hyhluronidase　O．5　cc，　I　M．クエン酸ソーダ025　cc，1M．
塩化ナトリウムO，25’モモﾉGly・・一Algin・O．1・ecを作用させ
たll尋の混液：》σ）比粘度をAとし，　B液‘A液の代りに
第11表
各溶液の條件
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　著．蹄ぽHyaluronidaseのUron酸分解酵素であ
ることに：蒲想し，さらにUron酸よりなるAlgin
酸を分解する作川に考えV・ブこり，上記の種々の実
駿よりはたしてAlgin酸を分解し，その溶液の比
粘度を平明に低下する專実，ことに恒温加温の時
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第12表
各溶液の條件
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せ・る作用を：証明できた。今この実験成績を人血清
のAlgin．yびGlyco－Alginに対する比粘度の変
化を比較楡討ナると第11表．，第11図のごとくま
た．恒温加温したものば第ユ2表，第12図のごとく
なる。
　即ち人抽．清＝中にHyaluronidase類似作川をもつ
物質の存在を認め，これがGlyco－Alginの生休内
伺化作川をたすける酵素的作川をもつと思われる。
またGlyco－AlginがA工gillに比して僅かながら
分解され易く，ことに人揃L清によって前者が後者
に比し著明にその溶液の比粘度を低下することぽ
補液の意味にお・V・て，有1意義なことであると思う。
特に手術侵襲のごとき生体内同化作JIJの自転せる
朕態においては補液としての利点を有するもので．
ある。
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結 論
　1．　HyaluronidaseはGlyco－Algin及びAlgin
を分解し，著明をこ比粘度を低’ドするが，　Glyco－
AlginはAJginに比してより分解され易い性質
をイ∫’する。
　2，人湘．清1一｝1にも　Hyal　uronidase　のごとき
Glyco－Algin及びAlginの比粘度を低一Fする物
質があり，　しかもGlyco一，AlginぽAlginに」：ヒし
人㎞．清によって．著明にその比粘度が低下すること
を：証明しノご。
　　　　　　　　　　　　　　　　（lli，｛　＊n　29、2．2受付）
Summary
　　1）　Hyalt／L：conidase　disintegrates　Glyco－Algin　and　Algin　and　distinctly　reduces　their
viscosities．
　　Glyco－Algin　is　disi’ntegrated　more　readily　than　Algin．
　　2）　lt　has　been　determined　as　a　result　of　a　series　of　experiments　that　human　serum
contains　a　substaiice　which　reduces　the　viscosity　of　Glyco－Algin　and　Algin　in　the　sarr］e
manner　as　hyaluronidase．　lt　was　noted　that　the　viscosity　of　Glyco－Algin　was　reduced
distinctly　as　compared　to　Algin．　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 （Reeeived　Feb，　2，　1954）
